









































































































人 の創造性 が許容 さ れ， 尊重 さ れなけ ればな らな
い ことを示 唆す る ものであ る。
す なわち未来予測 の第 ２の側面 は，個人 の「‾感」
つ まり感覚 に基づ く創 造的 な未来予 測で ある。
以上 ，堺 屋氏 の論を もと に， 未来 予測 の ２つ の
側面 につい て述 べた。氏 に よれば， 未来予 測 は，
第 １ の側面 か ら第 ２の側面 へと連続 的 に展 開， 発
展 させ ることが重 要で ある としてい る。
２． 未来予 測 の２つ の側面 と社会科 授業 の展開
（１） 科学 的・合 理的な 未来予 測と 設定型 問題
で は，未 来予測 の第 １ の側面 であ る概念 的知 識
の発見 に基 づ く科 学的 ・合理 的な未 来予測 を社 会
科 授業 に取 り入 れる にはど うす ればよい か。未来
への主体性 の確立 とい う観点 か らす れば， 未来 に
お いて生起 す るであ ろう社 会的問題 を追究 さ せる
必 要があ る。 これ につ いて 考え る場 合， 佐藤允一
氏 によ る 厂問題」 の ３つ のタイプ の分類 は，大 い
に参考 になろ う。
佐藤氏 は，経 営学 の立場 か ら 匚問題」 を 匚目標
と現状 との ギ ャップ であり， 解決 す べき事柄」 と
定義 し， 図 １に示す ように， 考え る時点 から見て，
匚発生 型」， 匚探索 型」，「‾設定 型」 の ３つ の タイプ
に分類 してい る3 ）。
過去　　　　　　　　　　 現在　　　　　　　　　　　 未来






































































と い う未 来
-IV. 意志 決定-
未来予 測 ① ② に基 づ く














































































































































































































そ状況 下 にお け る事態6
Lﾘ。「 ～ とな る だ ろう」
シナリオ作成
シナリオ･プ ランニ ングの活 用に






















































































なぜ， 日本 は第二次世界大戦で 経済的に大 きな被害を受 けたにもかかわらず，厂日本 の奇跡」
と呼ばれるような高度成長を成し遂げ ることができたのか。
○なぜ， 輸出が盛ん に行 われ工業製





○ なぜ， この時期盛んに「規模 の利
益（ スケ ート メ リッル・）」 の追
求 が行われたのか。
○ なぜ，「規模 の利益」 の維 持が可
能 だったのか。
＠　1950 年 代半ば～70 年代初 期 の日本 の産業 は，高い国 際
競争力 とともに，石 油を主体 に豊 富安価 な資 源・農産物
に恵 まれた環境にあっ た。
こうした中で， 社会で は豊富な資源を たくさん使用し，
不足な労 働力 を節約 しようと する資源多消費・ 省力化 の
志向 が根付 き， それを可 能 にする「規 模の利 益（ ス ケー
ル・ メリ ット）」 の追求 など の技術進 歩や経営 の発展，






























なぜ, 1970 年 代に入 ると， 日本 の産業 はそれまで の素材型 産業 にかわって組立加工型 産業 が
急速 に成長 したのかo
○ なぜ， 高度成長時代 の中心的産業
だった素材型 産業 は伸び悩 むよ う
になったのか。
○ なぜ，一 方で組立加工型産業が急
速 に輸 出を拡大し， 高成長を実現
で きたのか。
○ なぜ， 消費者の間に小型製品へ の
ニーズが強まったのか。
●　1970 年代 の日本 は， 国際遡貨危機 や ２度 の石 油危機 に
見舞われ，人 々の間に資源有限感が定着し た。 その結果，
社会で は大 量生産・ 大量消費を 見直して省資 源・省 エネ
ルギ ーを追求 する消費志 向が芽生え， エネルギ ー多消費
型 の素 材型産業が伸び悩ん だ。
しかし， 組立加工型 産業は， 経営 努力，質 の高い労 働
力 の存在 とともに， 世界的な省 資源・省 エネルギ ー追求
を背景 とする小型志向 のニ ーズに柔 軟に対応 したので，



























な ぜ, 1980 年 代に入ると，生産構 造， 就業 構造 とも第 ３次産業 のウェイトが一段 と高 まり，
産業構造 の川下化 か進んだのか。
○ なぜ， 第２次産業特に資源多消費
型 の素 材型産業は， 生産構造，就
業 構造 とも， その割合が低下し た
のか。






価格 の高騰 による社 会的 な省資 源・ 省エ ネルギ ーの動 き
によって， 資源多消費型 の素材型産業 が伸び悩んだ。
同時 に，人 々 の間 に省資源・ 省エネル ギー志 向が一層
定 着す るとともに， 豊富 で多様 な情報 の普及 など社会的
状況 も絡んで 個人 のニーズや価値観 の変化な どが生 じ，
個人 消費 の高級化・多様化や「モノ離 れ」傾向が進ん だ。
こ のよ うな状況 に対 応して，企業 が知識 や技術 の専門
化 を進 めたり サービス産業を はじめとする新 規事業 に進
出した ので， 生産構造， 就業構 造とも第 ３次 産業 のウェ





概 念 探 究 過 程
Ｉ ～ Ⅲ のま と め
( 概 念 的 知 識 の
獲得)
・ これまでの学習を総合し，そこか
らから共 通点 を見つけると，ど の
ようなことがいえるか。
・ これまで の学 習で獲得した説明的知識Ｉ～Ⅲを総合して，
そこから共 通点を見出し，概念的知識を 獲得する
人 間は， 豊富 なものをた くさん使 い，足 りない ものを節約 しようとする意識を持つ。 それは












未来予 測 ① （科
学 的 ・合 理 的な
未来予 測）
設 定 型 問 題 の
定 立
・ これから豊富 になると考え られる
もの， 不足すると考えられ るもの
は何か。 現状を見て みよう。






対 し，「子供」，「 労働者」 が不足し
匹 呂
予測 される。 もし， このような社会
・ 現状 の分析を とおして， これか らの社会で は， 情報， イ
メ ージ， デザイ ンな ど， 広い意 味で の「知恵」 や人々 の
「可処分時 間」，「高 齢者」が豊富 になりつつ あること，
一方「 子供」 や 匚労働者」 が不足しつつあるこ とを知 るo
・ これ からは，「知恵」 や「‾可処 分時間」，「 高齢者」 が豊
富と なり， それ らを た くさん使い，「子 供」， 厂労 働者」
が不足 し， それ らを 節約し大切 にしよう とするライフ ス
タイルが 起こる。 そ して， そ れに対 応し た生 産活動が行
われ， 消費 ニ ーズも高まる社会 が到 来す るだろうことを
予 測で きる。
間」，「 高齢者」 が豊富となり， それ らを たくさん使 うのに
それらを節約 し大切にし ようとする ライフスタイ ルが 起
士 四 大









ミ ング によ る未
来予 測
デル フ ァイ 法 の
活 用 によ る予 測
の絞 り込み
未 来 の輪 の 活用
によ る発 生 的連
関の把握
・先 に予 測した社会が到来した場合，
家 庭生 活にどのような影響があ る
か。 また， 社会的に はど のような
変化 が起こると考え られるか。 グ
ループ で自由に推論して みよう。




・可 能性 の高い推論について，各 グ
ループ ごとに， それがど のような




・ 小集団 を組 織し， その中 で， 家 庭生 活へ の影 響や，「 ど
のような事 態が生 起 するか」な ど， 自己が推 論した未来
の社会変 化のようすを自由 に述 べることがで きる。
・ ブレーン・ストー ミングによって自由 に出さ れた推論を，
デルフ ァイ法のア ンケート用紙 に記 入し，可 能性 の度合
を 量ることができる。
・ 小集団で協力 して， ア ンケート の集 計作業を 行うこ とが
できる。
・ デルフ ァイ法によ って 導出さ れた可 能性 の高 い推論 につ
いて，各 グル ープ ごとに未来 の輪づ くり のルール にし た
がって可能 性の輪づ くりを行い， 発生的連 関を把握す る
ことができる。
1関 の把握 の例】8）
Ａ　 厂『知 恵』を 創造す るのは， 生産手 段 は主 に個人に属 すので，生 産手 段 と労 働力が一体化
するだろ う」 について。


















クロ ス・ イ ンパ
クト ・ マト リ ッ
ク スの活 用 によ
る影 響 のイ ンパ
クト の測定
Ａ↓ ②　あちこ ちに土地空 間がで き， 公園ができるよう にな るだろ う。
A-1-③　建設需要が減 ることで，経 済が徐々に縮小してい くだろ う。
A-2　 在宅で仕事をす る人が増え るだろう。
A-2-①　イ ンターネットな どの通信手 段がますます進展し，そ れを提供 する企業 が成
長 するだろうｏ
A-2-②　交通渋滞や交通機関 の混雑 が緩 和されるだろう。
A-2-③　個人経営 の○○事務所 などが数多 く街に見られるよう にな るだろ う。
A-3　 居住地に拘束さ れることが少 ないので， 地域社会 に関心を持つ人が減 るだろ う
A-3-①　海外移住者が増え るだろ う。
A-3-②　地域的つながりが薄 くなり，地域 のお祭りなど はなくなってい くだろ う。
A-3-③　空き巣など の犯罪や，地域的ト ラブルが増え るだろう。
Ｂ　「可処分時間を一層増 やそうとするサ ービス業が増え るだろ う」 につ いて。
Ｃ　「生き甲斐を持つ高齢者が増え，平均寿 命が伸びるだろう」 について。
Ｄ　「 子育 てに手 間と費用をより多 くか けるようになるだろう」 について。
Ｅ　 匚社会生 活の基盤的 サービス， 特 に都市 の基盤的 サービスを支え る労 働は高価にな るだろ
う」 につ いてo
E-1　 清潔感の行き届い た都市運営が難 しくなるだろう。
E-1-①　都市が雑然とし，荒廃 することになるだろ う。
E-1-②　ゴ ミが今以上 に増え，そ の処理が困 難になるだろう。
E-1-③　公共 機関の利 用者 は減少す るだろ う。
E-2　 移民 が大量に入ってくるこ とにな るだろ う。
E-2-①　国民 の失業 者が増加す るだろ う。
E-2-②　混 血が進むことになるだろう。
E-2-③　外貨 の流出が深刻な問題にな るだろ う。
E-3　 財政 支出が増加すること になるだろ う。
E-3-①　政 府は増 税策をとるようにな るだろ う。
E-3-②　日本 は， いわば「貧しい国」 に転落 し，先進国 とはいえ なくなるだろう。
・ クロス・イ ンパ クト・マト リック
スの手 法を活用して，「未来 の」
輪の段階で全員が合意し た項目 に
つ いて， どれがよりイ ンパ クト の
大きい重 要な項目かを探 って みよ
う。
・ 各グル ープごとに， 算出し た「影
響 の度数」 について，説明を加え
ながら発表しよう。
・マト リックス用紙を活 用して，先 の「未来 の輪」 で導出
され た項目 が， プ ラス効果を もたらすか， マイナ ス効果









設 定型 問 題 に対
す る 意 志 決 定
（ シ ナ リ オ ・ プ
ラ ンニ ン グの活
用）
・ これまで の追究の結果を参考 に，
未来 が具体的にどうなるか につい
て のシナリオを作成し，個人ご と
に設定型 問題 に対 する意志決定を
し よう。
【 シナリオ・プラ ンニ ングを活用し た
・ これまで の追 究を踏 まえ， 未来 像を シナリ オとしてまと
め，主 体的に意志決定を行うこ とがで きる。
個人 の主 体性に基づく意志決定 の例】
題:2010 年 の日本
周 囲で 目につく のは，在宅 のまま仕事をしてい る人が たくさん存在しているこ とであ る。多
くの人 が自宅をオフィ スとし，情報 通信機器を巧 みに操りな がら知恵 の創造 に従事して いる。
こ れまでのように，交通渋滞や満員電車 に揺られながら出勤 するようすを 見るこ とはだいぶ減っ
て きた。 また，工 業地帯 も以前 と比 べ， その規模 は縮小して きている。 大規模建設需要 の低下
で， このところ建 設業 界は不況 に苦し み，大 リスト ラ策を 打ち出したというニュ ースを見 た。
一方，最 近で は女性 の活躍 ぶりが 目につ く。 官庁や企業 の女性管 理職の割合は40％ に達 した
そ うだ。 そ の背景 には，可処 分時間を創造 する ための生 産活動が盛 んに行わ れ,女 性の自立が
促さ れると同時に， 代行 サービス業 が成長 し，女 性の家事労 働の負 担が軽 減された ためだ。 し
かし，多 くの人 は自分で食事をつ くることがなくなった ため， これまで当 たり前に食卓 に並ん
でい た伝統的 な家 庭料理を作 れない人 が増え た。 何と 匚きんぴ らごぼう」 や「肉じ ゃが」を知
らない子供が多い そうだ。
また，最近で は「高齢者にやさし く」を モット ーにし た運動が盛 んになっている。福祉関連
の製造業 は成長 ぶりが著しい。企業 などで は， 高齢者の有効活用が検討 されている。しかし，
90年代 に比 べると， 企業の活力が失 われ， 特に肉体労働 の割合が高 い製造業 などで は， 国際競
争力 の低下が深刻 な問 題になってい る。さ らに， 子供の数が減少し， 親が手 間と費用をか けて
育ててい るため，巷で はわがま まな子供が増え ている。 学校で もいじ めが 横行し， やり たい放
題のようだ。しか も， 少年犯罪 も増加 し，90年 代後半の２倍 にものぼって いる。 さらに，子供
の数の減少は， 経済にも深刻 な影響を 及ぼしている。社 会生活 の基盤的 サービスが高価 となり，
労働者 に１日当 たり平均 ３万 円 も支給 するそうだ。 何となく10年前 と比較 すると， 街は騒然 と
し， 荒廃している様子が目 につ く。
以 上が私 か予 測す る2010年 の日本 のシナ リオで す。 私自身，一 番深刻 だと考える のは,子供
の数の減少 に伴 って， 社会基 盤整備 の費用が 高価 となり， 街全体が荒廃す ることです。 私 の考
えとして は，発展途上国 からの労働者を受 け入 れ， 社会基盤の整備 の一端を担 って もらうよう
にすべきだ と考え ます。 そこで， 外国人労働者 の入 国条件を緩やか にし たり，労 働のための長
期の滞在を認めたり，安価な住宅 の供 給を 促進するなどの政策をつく るべきだと思 います。
註） 概念探究過程 の中核 となる問い 概念的知識 一　　 設定型問 題 一　　 例示
下 位の説明的知識を導 く問 い　 ○
－71 －
中核となる問い に対応 する知 識　 ●
その他の問いおよび目 標行動　　　・
Ｖおわりに一授業モデルの成果
（１）過去
・現在志向から未来志向への転換
本授業モデルの特質は
，事実認識に基づいて未
来を予測し
，変化を先取りする性格を持つ設定型
問題を定立し
，その追究を中核に据えたところに
ある
。本授業モデルは，これまでの過去・現在の
問題追究を主体とした授業からの転換を図り
，未
来の問題を追究対象とすることで
，未来への主体
性の確立をねらいとした
，いわば未来志向の授業
のおり方を打ち出したところに大きな特質と意義
がある。
（２）社会諸科学の成果に基づく社会認識形成
本授業モデルでは
，設定型問題定立の前段階に
おいて
，３つの概念探究過程を組織し，それぞれ
の過程で説明的知識の獲得を図っている
。このよ
うに
，本授業モデルは，社会諸科学の成果に基づ
く事実認識によって質の高い知識の獲得を図り
，
社会認識形成を保証している
。
さらに
，説明的知識Ｉ～Ⅲから帰納的に導出し
た概念的知識を適用して科学的・合理的に未来を
推論することで
，設定型問題を定立させている。
以上のように
，社会認識形成を保証するととも
に
，そ成果を生かして設定型問題を定立させて
いる
。こうすることで，問題を所与のものとして
ではなく
，合理的にっくり上げ，しかも子どもに
とって現実的で切実なる追究課題にすることを可
能としたところに
，本授業モデルの特徴かおる。
（３）未来学の方法論を活用した設定型問題の追
究
本授業モデルでは
，未来学の予測の方法論を意
図的
・体系的に授業展開に組み込んだ。これまで
の設定型問題を追究対象としている授業実践は
，
子どもの創造性を重視しているものの
，非現実的
で夢を語るにとどまりがちなものが多く見られた
。
こうした課題を克服し
，子ど 創造性を生かし
つつ
，論理的な問題追究のあり方を示すことがで
きたところに
，本授業モデルの成果かおる。
（４）シナリオ・プランニングの活用による開か
れた価値認識形成
本授業モデルでは
，設定型問題の追究を踏まえ
たシナリオ
・プランニングを活用し，それを意志
決定に生かしている。これは，未来で起こりうる
と考えられる多様な可能性を探り
，それを吟味し
た上でシナリオの形で未来像を描き
，それに基づ
いて意志決定するものであるＯ例えば
，授業モデ
ルでも
，小集団で匚未来の輪」の活用による発生
的連関の把握し
，さらにそれらのインパクトの大
小を測定し
，その結果を基盤としながら個人の自
由な解釈によってシナリオを作成している
。そし
て，それを根拠として設定型問題に対す意志決
定を行っている。
この方法論を示すことで
，従来の授業実践に多
く見られた単に個人の好き嫌いに左右されず
，し
かも
，子ども開かれた意志決定を保証した学習
過程を提案できたところに大きな成果がある。
－72－
［註］
工）詳細については
，小西正雄匚社会問題科とし
ての社会科
」社会認識教育学会編『社会科教育
学ハンドブック』明治図書, 1994, pp.97-106,
を参照願いたい。
２）このことについては
，堺屋太一著『匚次』は
こうなる』講談社
，工997,
 pp.44-49に詳しい。
３）このことについては
，佐藤允一著『問題構造
学入門』ダイヤモンド社, 1984, pp.61-63,に
詳しい。
４）同上書, p.62,より抜粋
。
５）概念探究型の基本的学習過程については
，岩
田一彦編著『小学校社会科の授業設計』東京書
籍, p.58,等に詳しい
。参照願いたい。
Ｏ未来学の一連の予測の方法論については，浜
田和幸著『知的未来学入門』新潮社, 1994,に
詳しい
。なお，その他にも，星野匡著『発想法
入門』日本経済新聞社, 1989,や牧野昇著『先
見力の磨き方』プレジデント社, 1998,等を参
考にした。
７）詳細については
，『知価革命一工業社会が終
わる知価社会が始まるＪＰＨＰ研究所, 1990,
を参照願いたいO
8）大項目Ｂ
，ＣおよびＤに関する発生的連関の
例の詳細については，紙数の関係で省略した。
